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第3回
定例会

平成26. 10. 21 いいだ市議会だより　　　第3回定例会のあらまし ②

第3回
定例会

平
成
25
年
度
決
算
、
平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）案
な
ど
45
議
案
を
可
決
、
同
意
、
認
定

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

本
会
議
で
の
討
論

条
例
改
正
に
反
対

不
採
択
と
す
る
こ
と
に
反
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
26
日
か
ら
９
月
18
日
ま

で
、
24
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

案
な
ど
、
市
長
か
ら
51
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
６
件
は
報
告
で
、
３
件
の
人
事
案
件

に
つ
い
て
は
本
会
議
で
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の

15
件
の
決
算
認
定
案
件
を
含
む
42
件
の
市
長
提
出
議
案

に
つ
い
て
は
、
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
行
っ

た
後
、
本
会
議
に
諮
り
、
決
算
に
つ
い
て
は
認
定
し
、

そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
意
見
書
提
出
に
係
る
議
会
提
出
案

件
４
件
を
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、
市
税
以
外
の
占
用
料
等
の

収
入
に
係
る
延
滞
金
に
関
す
る
規
定
を
整
備
し
よ
う
と

す
る
議
案
第
101
号
を
含
む
３
つ
の
条
例
案
に
つ
い
て
、

最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
と

す
る
委
員
長
報
告
に
対
し
、
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し

た
。
延
滞
金
ま
た
は
遅
延
利
息
に
係
る
整
備
を
行
う
趣

旨
の
条
例
案
で
、
委
員
長
報
告
に
お
い
て
原
案
ど
お
り

と
さ
れ
た
議
案
第
95
号
及
び
議
案
第
104
号
の
２
件
の
条

例
案
に
つ
い
て
は
、反
対
の
意
思
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

請
願
は
３
件
の
審
議
を
行
い
、う
ち
１
件
を
採
択
し
、

陳
情
は
審
議
し
た
２
件
を
採
択
と
し
ま
し
た
。
請
願
第

６
号
及
び
第
８
号
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
す
べ
き
と

し
た
委
員
長
報
告
に
つ
い
て
、
本
会
議
で
反
対
、
賛
成

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
、
陳
情
第
６
号
に

つ
い
て
は
、
採
択
す
べ
き
と
し
た
委
員
長
報
告
に
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
討
論
ま
た
は
意
思
表
示
が
あ
っ
た
案
件

は
、
い
ず
れ
も
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
委
員
長
報

告
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
20
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に

わ
た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
４
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

　

報
告
案
件
、
人
事
案
件
以
外
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

は
、
総
務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
け
る
質
疑
等
の
内
容
は
、
６
ペ
ー
ジ
か

ら
の
各
常
任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、
本
会
議
で
反
対
、
賛

成
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
次
の
議
案
、
請
願
及
び
陳

情
に
つ
い
て
討
論
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
101
号
、
第
103
号
及
び
第
106
号

議
案
第
101
号　

飯
田
市
準
用
河
川
条
例
及
び
飯
田
市
営
住

宅
分
譲
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
103
号　

飯
田
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
106
号　

飯
田
市
水
道
条
例
及
び
飯
田
市
簡
易
水
道

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

延
滞
金
を
厳
し
く
徴
収
す
る
こ
と
は
、
疲
弊
し
た
市

民
生
活
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
も
高
額
で
あ
り
、
既
に
徴
収

率
が
高
い
こ
れ
ら
の
収
入
に
つ
い
て
は
別
の
努
力
で
徴

収
の
確
保
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
反
対
。

請
願
第
６
号
及
び
請
願
第
８
号

　

国
に
対
し
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
閣
議

決
定
を
撤
回
す
る
と
と
も
に
、
集
団
的
自
衛
権
を
行
使

す
る
た
め
の
法
整
備
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
願
う
趣
旨
の
請
願

・
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
は
、
我
が
国
が
、
殺
し
、

殺
さ
れ
る
国
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
否
定
し
て
き
た
憲
法
解
釈
を
一
内
閣
が
覆
す

こ
と
は
立
憲
主
義
の
否
定
で
あ
り
、
不
採
択
に
反
対
。
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本
会
議
で
の
反
対
の
意
思
表
示

本
会
議
で
の
修
正
案
の
提
出

平成25年度飯田市各会計の決算を認定

同
意
し
た
人
事
（
敬
称
略
）

不
採
択
と
す
る
こ
と
に
賛
成

採
択
と
す
る
こ
と
に
反
対

45,359,935

9,930,462

3,174

1,191,982

10,074,481

18,924

79,923

20,478

130,198

4,205,198

699,558

30,868

144,234

14,055,070

12,033,270

2,021,800

2,122,619

1,856,831

265,788

42,707,169

88,067,104

43,903,188

9,583,119

3,173

1,176,149

10,069,820

18,428

67,242

18,466

120,626

4,052,567

659,239

28,311

136,403

14,868,604

11,786,482

3,082,122

2,986,536

1,810,649

1,175,887

43,788,683

87,691,871

1,456,747

347,343

1

15,833

4,661

496

12,681

2,012

9,572

152,631

40,319

2,557

7,831

△ 813,534

246,788

△ 1,060,322

△ 863,917

46,182

△ 910,099

△ 1,081,514

375,233

・
国
際
協
調
主
義
に
基
づ
く
積
極
的
平
和
主
義
は
憲
法

か
ら
み
て
詭
弁
で
あ
る
。
今
日
国
際
的
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
も
な
い
。
採
択
す
べ
き
で
あ
り
、
反
対
。

・
閣
議
決
定
は
憲
法
の
下
で
許
さ
れ
る
専
守
防
衛
の
範

囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
く
、
現
行
憲
法
の
解
釈
の
限

界
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
請
願
に
は
事
実
誤
認
が
あ

り
、
不
採
択
に
賛
成
。

陳
情
第
６
号

　

国
に
対
し
、
緊
急
事
態
基
本
法
を
早
急
に
制
定
す
る

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
願
う
趣
旨
の
陳
情

・
緊
急
事
態
基
本
法
は
超
法
規
的
に
基
本
的
人
権
の
侵

害
を
行
う
可
能
性
が
あ
る
。
既
に
あ
る
法
律
の
整
備
に

よ
り
政
府
の
統
治
能
力
等
を
高
め
る
こ
と
で
対
応
可
能

で
あ
り
、
採
択
に
反
対
。

　

委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、次
の
議
案
及
び
陳
情

に
つ
い
て
本
会
議
で
反
対
の
立
場
か
ら
意
思
表
示
が
あ

り
ま
し
た
。

議
案
第
95
号
及
び
第
104
号

議
案
第
95
号　

飯
田
市
税
外
収
入
金
に
対
す
る
延
滞
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
104
号　

飯
田
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

■
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ
と
に
反
対

陳
情
第
６
号

　

■
原
案
の
と
お
り
採
択
す
る
こ
と
に
反
対

　

次
の
市
長
提
出
議
案
に
対
し
、
修
正
案
の
提
出
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
修
正
案
は
賛
成

少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
112
号

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）案

　

い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
係
る
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
業
務
委
託
料
約
２

千
36
万
円
を
削
除
す
る
修
正
案

○
教
育
委
員
会
委
員
　
小
林　

正
佳

○
野
底
財
産
区
管
理
委
員
　
辻　

正
隆

○
東
野
財
産
区
管
理
委
員
　
會
川　

義
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

年
史

　市の会計には、基本的な行政運営の経費を経理する一般会計と、
特定の行政サービスを提供するための経費を経理する特別会計とが
あります。特別会計には国民健康保険、介護保険、下水道、水道、
病院など14の会計があります。
　平成25年度の決算において、一般会計と特別会計を合わせた歳入
の合計は、880億6,700万円余、歳出の合計は876億9,100万円余とな
り、差引き３億7,500万円余の黒字となりました。
　決算は、第３回定例会において各委員会での審査を経て認定しま
した。

会　　計　　名

 

歳入決算

 

歳出決算

 

差　　引

 一 般 会 計

国民健康保険特別会計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

墓 地 事 業 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計

上村デイサービスセンター特別会計

ケーブルテレビ放送事業特別会計

病 院 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

特 別 会 計 の 計

合　　　　　計

事 業 勘 定

直 診 勘 定

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

(単位：千円）



平成26. 10. 21 いいだ市議会だより　　　第3回定例会　一般質問　ダイジェスト ④

　
一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行
状

況
や
将
来
的
な
方
針
な
ど
を
質た

だ

し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
第
３
回
定
例
会
で
の
一

般
質
問
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
）

小
中
連
携
・
一
貫
教
育
の
今
後
の

方
向
性
は

※

■
は
、そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

　
　
　
　

吉
川
　
秋
利
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　

飯
田
市
の
小
中
連
携
・
一
貫
教
育
は
、
他
地

　
　
域
と
異
な
る
独
自
の
方
式
と
思
う
が
、
今
後

の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。　

　
　

平
成
28
年
度
に
は
こ
の
事
業
の
省
察
と
将
来

　
　

に
向
け
て
の
あ
る
べ
き
姿
の
検
討
を
行
い
、

政
府
の
教
育
再
生
実
行
会
議
が
提
言
し
て
い
る
学

校
間
の
連
携
や
一
貫
教
育
の
柔
軟
か
つ
効
果
的
な

施
策
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
子
ど
も
を
中
心

に
考
え
た
、
地
域
と
と
も
に
育
つ
学
校
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。

■
代
表
質
問
、
一
般
質
問
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　

原
　
和
世
　

議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　
市
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
箇
所
数
と
、

　
　
区
域
内
の
住
宅
数
及
び
名
簿
の
把
握
の
状
況

は
ど
う
か
。

　
　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
は
千
４
百
16
箇
所

　
　

あ
り
、
区
域
内
に
は
千
２
百
49
棟
の
住
宅
が

あ
る
。
ま
た
、
区
域
内
の
居
住
者
の
名
簿
を
作
成

し
て
お
り
、
所
管
す
る
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び

危
機
管
理
室
で
所
持
し
て
い
る
。

　
　
　
　

熊
谷
　
泰
人
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
集
中
豪
雨
時
に
お
け
る
市
民
へ
の
避
難
勧
告
、

　
　

リ
ニ
ア
本
体
工
事
及
び
関
連
す
る
社
会
基
盤

　
　

整
備
事
業
に
お
け
る
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響

に
つ
い
て
は
、
回
避
し
、
ま
た
は
低
減
さ
せ
る
べ

く
様
々
な
場
で
具
体
的
な
要
望
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
も
地
元
の
理
解
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
い
く
と
言
っ
て
お
り
、
協
定
の
締
結
に

向
け
て
は
、
今
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関

と
も
協
議
す
る
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

湯
澤
　
啓
次
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る
事
業
実
施
に

　
　
当
た
り
、
住
民
の
理
解
、
協
力
を
得
る
た
め

の
現
場
事
務
所
の
設
置
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

　
　
工
事
が
始
ま
る
と
市
民
か
ら
の
様
々
な
問
い

　
　

合
わ
せ
等
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
現
場
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
で
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
は
、十
分
に
検
討
に
値
す
る
と
考
え
る
。

■
産
業
経
済
部
に
お
け
る
現
場
主
義
の
検
証
は

　
　
　
　

清
水
　
可
晴
　

議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
な
ど
環
境
が
変
化

　
　
す
る
中
で
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
今
後

の
考
え
方
は
。

　
　

全
国
市
長
会
の
農
地
制
度
の
あ
り
方
に
関
す

　
　

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
示
し
た
と
お

り
、
全
国
一
律
の
制
度
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

が
あ
る
。
新
し
い
時
代
に
対
応
し
た
農
地
の
あ
り

方
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
農
業
振
興
地
域

整
備
計
画
に
も
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
土

地
利
用
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

■
定
住
促
進
策
と
人
材
誘
導
に
つ
い
て

　
　
　
　

湊
　
猛
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）　
　

集
中
豪
雨
時
の
避
難
勧
告
、指
示
等

の
情
報
伝
達
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
の

住
居
等
の
把
握
の
状
況
は

危
険
な
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
の

考
え
は

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
関
す
る

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
協
定
は

空
き
家
対
策
の
推
進
に
お
い
て
必
要
な

措
置
等
を
条
例
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

環
境
変
化
に
対
応
す
る
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
考
え
方
は

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
へ
の
取
り
組
み
に

お
け
る
現
場
事
務
所
設
置
の
考
え
は

安
全
安
心
の
街
づ
く
り
の
た
め
の
河

川
及
び
排
水
路
の
改
修
の
考
え
方
は

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
数

及
び
差
押
え
件
数
の
推
移
は

指
示
等
の
情
報
伝
達
を
、
防
災
無
線
で
は
聴
き
取

り
づ
ら
い
と
言
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
発
表
時
に
は
、
全
国
瞬

　
　

時
警
報
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
し
た
エ
リ
ア
メ

ー
ル
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
デ
ー
タ

放
送
、
防
災
無
線
に
よ
る
自
動
音
声
告
知
な
ど
現

状
の
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
使
っ
た
伝
達
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
整
備
方

針
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

　
　
　
　

福
沢
　
清
　

議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　
危
険
な
空
き
家
の
撤
去
に
は
行
政
代
執
行
よ

　
　
り
も
撤
去
費
用
の
補
助
の
方
が
有
効
と
考
え

ら
れ
る
が
ど
う
か
。

　
　

空
き
家
の
撤
去
は
、
一
義
的
に
は
所
有
者
の

　
　

責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

り
、
補
助
金
の
導
入
に
は
公
平
性
、
対
象
を
ど
う

す
る
か
等
の
問
題
が
あ
る
。
今
後
法
整
備
が
な
さ

れ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
空
き
家
対
策
の
検
討
会
議

で
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

井
坪
　
隆
　

議
員
（
会
派
み
ら
い
）

　
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
工
事
認
可
申
請
に
際

　
　
し
、
環
境
影
響
評
価
書
に
地
元
と
の
協
定
に

関
す
る
事
項
が
盛
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

　
　
空
き
家
対
策
の
条
例
を
制
定
す
る
に
当
た
り
、

　
　
所
有
者
、
行
政
等
の
責
務
と
必
要
な
措
置
を

ど
う
考
え
条
例
に
反
映
さ
せ
る
か
。

　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
責
任

　
　

が
第
一
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
行
政
、

地
域
住
民
、
事
業
者
等
の
相
互
の
連
携
、
必
要
な

支
援
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
市
民
協
働
を
基

本
と
し
た
管
理
や
保
全
の
考
え
が
共
有
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
視
点
を
大
切
に

し
て
条
例
を
検
討
し
た
い
。

■
中
山
間
地
域
の
若
者
定
住
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

竹
村
　
圭
史
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
街
づ

　
　
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
河
川
及
び
排
水
路
の

改
修
促
進
は
重
要
な
取
り
組
み
と
考
え
る
が
、
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
は
あ
る
が
、
暮
ら
し

　
　

と
命
を
守
る
安
心
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
ど
う
進
め
る
か
の
視
点
か
ら
河
川
及
び
排
水

路
の
改
修
及
び
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
緊
急
性
、

危
険
性
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
て
し
っ
か
り
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

■
市
営
駐
車
場
に
つ
い
て

　
　
　
　

小
倉
　
高
広
　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
数
及
び
差
押
え

　
　
件
数
の
こ
こ
５
年
間
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　

こ
こ
数
年
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
被
保
険

　
　

者
世
帯
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
差
押
え
件
数

の
推
移
は
、
平
成
21
年
度
が
３
百
99
件
、
平
成
22

年
度
が
４
百
62
件
、
平
成
23
年
度
が
７
百
９
件
、

平
成
24
年
度
が
９
百
70
件
、
平
成
25
年
度
が
千
５

百
４
件
で
あ
る
。

■
橋
り
ょ
う
の
長
寿
命
化
に
つ
い
て
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女
性
の
活
躍
促
進
の
た
め
の
仕
事
と
生

活
の
両
立
支
援
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

商
店
街
の
活
性
化
の
た
め
の
後
継

者
確
保
へ
の
取
り
組
み
支
援
は

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度
に

お
け
る
対
応
は

建
設
部
門
と
福
祉
部
門
の
連
携
に
よ
る

飯
田
市
住
宅
基
本
計
画
の
見
直
し
は

学
校
の
授
業
が
学
力
テ
ス
ト
の
た

め
の
授
業
に
な
っ
て
い
な
い
か

２
つ
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
を
ま
ち

づ
く
り
に
ど
う
生
か
し
て
い
く
か

（
仮
称
）
天
龍
峡
大
橋
に
添
架
さ
れ
る

歩
廊
の
詳
細
は

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
導
入
の
構
想

は
あ
る
か

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
通
に
向
け

た
大
型
施
設
の
財
政
運
営
上
の
計

画
は
ど
う
か

改
正
さ
れ
る
介
護
保
険
制
度
に
関

し
、
地
域
や
65
歳
以
上
の
元
気
な

方
に
対
す
る
期
待
は

　
　
　
　

村
松
　
ま
り
子
　

議
員
（
公
明
党
）

　
　

女
性
の
活
躍
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、

　
　
女
性
の
就
労
環
境
整
備
、
再
就
職
支
援
、
起

業
、
育
児
支
援
な
ど
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
に

つ
い
て
の
考
え
方
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　

　
　

第
５
次
飯
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画
に
基
づ

　
　

き
、
地
域
、
職
場
で
の
男
女
共
同
参
画
を
推

進
し
て
い
る
。仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
と
し
て
、

未
満
児
保
育
、
長
時
間
保
育
、
延
長
保
育
、
休
日

保
育
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
育
児
支
援
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

■
市
民
総
幸
福
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

■
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　　
　
　
　

木
下
　
容
子
　

議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　
商
店
街
が
楽
し
く
活
性
化
す
れ
ば
後
継
者
が

　
　
必
然
的
に
帰
っ
て
く
る
と
考
え
る
が
、
そ
の

よ
う
な
後
継
者
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
は
あ
る

か
。

　
　

一
昨
年
か
ら
商
店
主
ら
を
講
師
と
し
た
ま
ち

　
　

な
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
い
っ
た
講
座
の
開
催
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、
後
継
者
育
成
は
ま
だ
十
分

で
は
な
い
の
で
、
商
店
街
と
の
対
話
を
持
ち
な
が

ら
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
多
発
す
る
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　　
　
　
　

古
川
　
仁
　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　
平
成
27
年
度
か
ら
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　
　
新
制
度
に
お
い
て
、
保
育
所
入
所
の
際
に
保

育
の
必
要
性
及
び
必
要
な
時
間
の
認
定
を
受
け
る

と
聞
い
た
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

新
制
度
で
は
、
保
育
の
必
要
性
を
市
が
認
定

　
　

す
る
が
、
今
ま
で
と
大
き
く
変
わ
る
も
の
で

は
な
い
。
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
、
８
時
間
と
11

時
間
の
２
つ
の
枠
を
定
め
、
家
庭
の
実
態
に
合
わ

せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
か
ら
は
み
出
す
時

間
は
延
長
保
育
と
な
る
。

■
飯
田
市
の
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　

永
井
　
一
英
　

議
員
（
公
明
党
）

　
　
超
高
齢
少
子
社
会
を
迎
え
、
世
帯
数
が
減
少

　
　
に
転
ず
る
こ
の
機
に
、
建
設
部
と
健
康
福
祉

部
が
連
携
し
て
飯
田
市
住
宅
基
本
計
画
を
見
直
し

て
は
ど
う
か
。

　
　

飯
田
市
住
宅
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後

　
　

改
訂
を
行
っ
て
い
く
が
、
議
員
が
指
摘
す
る

住
宅
ま
た
は
住
環
境
を
取
り
巻
く
社
会
動
向
を
庁

内
横
断
的
に
検
証
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

後
藤
　
荘
一
　

議
員
（
日
本
共
産
党
）

　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
関
す
る
報
道

　
　
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
学
校
の
授
業
が
学
力

テ
ス
ト
の
た
め
の
授
業
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

　
　

全
国
学
力
テ
ス
ト
は
、
学
力
向
上
の
た
め
の

　
　

も
の
さ
し
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。
テ
ス
ト

の
た
め
の
テ
ス
ト
で
は
な
く
、
日
々
の
授
業
の
改

善
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
、
探
求
型
の
授
業
も
行

っ
て
い
る
。
議
員
が
危
惧
さ
れ
る
傾
向
に
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。

■
教
育
委
員
会
制
度
の
改
革
に
つ
い
て

■
職
業
体
験
に
つ
い
て

■
自
衛
隊
の
18
歳
情
報
収
集
に
関
す
る
報
道
に
つ

　
い
て

　
　
　
　

山
崎
　
昌
伸
　

議
員
（
無
会
派
）

　
　
全
国
初
の
試
み
の
東
和
町
と
歴
史
的
意
義
の   

　
　
あ
る
吾
妻
町
の
２
つ
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト

を
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か
す
考
え
か
。

　
　
　
　

森
本
　
政
人
　

議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

　
　
天
龍
峡
に
お
け
る
観
光
拠
点
づ
く
り
に
関
し
、

　
　
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
を
導
入
す
る
構
想
は
あ

る
か
。

　
　

サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
は
、
自
転
車
を
解
体
す

　
　

る
こ
と
な
く
列
車
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
下
車
し
て
す
ぐ
自
転
車
で
移
動
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
飯
田
線
に
お
け
る
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
東

海
か
ら
車
両
及
び
駅
舎
が
安
全
面
か
ら
適
し
て
い

な
い
と
聞
い
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
の
考
え
方
を
見

極
め
な
が
ら
今
後
検
討
課
題
と
す
る
か
否
か
を
考

え
て
い
く
。

■
環
境
文
化
都
市
に
つ
い
て

■
学
校
用
務
員
に
つ
い
て

　
　
　
　

木
下
　
德
康
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
平
成
27
年
度
以
後
段
階
的
に
改
正
さ
れ
る
介

　
　
護
保
険
制
度
に
お
い
て
、
今
後
、
地
域
や
65

歳
以
上
の
方
に
対
し
て
期
待
さ
れ
る
の
は
ど
う
い

っ
た
こ
と
か
。

　
　

今
回
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
で
は
、
高
齢

　
　

者
が
介
護
を
受
け
る
側
の
み
で
な
く
、
介
護

が
必
要
な
高
齢
者
の
支
え
手
と
し
て
も
位
置
付
け

ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
変
革
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
主
体
の
活
動
が
高

齢
者
の
生
活
支
援
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
元
気
な
高
齢
者
が
そ
の
よ
う
な
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く

り
、
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

■
環
境
施
策
に
つ
い
て

　
　

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
は
災
害
に
強
く
、
環
境

　
　

に
優
し
く
、
大
事
故
が
起
こ
り
に
く
い
と
い

っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
が
、
道
路
交
通
法
の

改
正
に
ま
で
つ
な
が
っ
た
経
過
が
あ
る
。
飯
田
市

は
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
の
先
進
地
と
し
て
そ
の
有

効
性
を
全
国
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

■
事
務
事
業
実
績
評
価
に
つ
い
て

　
　
　
　

清
水
　
勇
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
駅
整
備
事
業
に
向
け
、

　
　
今
後
の
事
業
費
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い

る
の
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
効
果
を
最
大
限
に
発

　
　

揮
す
る
た
め
に
は
駅
周
辺
整
備
及
び
関
連
す

る
社
会
基
盤
整
備
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
事
業
費
の
捻
出
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
長
期
的
財
政
の
見
通
し
か
ら
、
基
金
を
平
成

22
年
度
か
ら
積
み
立
て
て
い
る
。
事
業
の
総
体
が

明
ら
か
に
な
る
中
で
、
国
、
県
そ
の
他
関
係
す
る

機
関
と
協
議
、
調
整
を
行
い
、
事
業
費
の
捕
捉
を

し
て
い
き
た
い
。

■
飯
田
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
　

木
下
　
克
志
　

議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

　
　
天
龍
峡
大
橋
添
架
歩
廊
は
、
天
龍
峡
再
生
の

　
　
切
札
と
考
え
る
が
、
そ
の
詳
細
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

　
　

水
面
か
ら
70
メ
ー
ト
ル
上
に
架
か
る
（
仮

　
　

称
）
天
龍
峡
大
橋
の
下
部
に
幅
２
メ
ー
ト

ル
、
高
さ
2
・
5
メ
ー
ト
ル
で
計
画
さ
れ
て
い

る
。
途
中
２
か
所
に
幅
１
メ
ー
ト
ル
の
展
望
ス
ペ

ー
ス
が
設
け
ら
れ
る
予
定
。
天
龍
峡
を
上
か
ら
眺

め
ら
れ
る
、
天
龍
峡
の
新
た
な
魅
力
と
な
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
橋
か
ら
姑
射
橋
へ
の
遊
歩
道
の

整
備
も
行
う
。
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９
月
８
日
及
び
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

請
願
・
陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

他
の
方
法
で
対
処
す
べ
き
で
は

現
庁
舎
の
他
の
工
事
の
契
約
は

当
初
の
事
業
費
で
対
応
可
能
か

補
正
す
る
緊
急
性
は

市
が
行
う
必
要
性
は

計
上
し
た
額
の
根
拠
は

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
地
域
交
付
金
の
検
討
は

新
庁
舎
整
備
後
の
庁
舎
建
設
基
金
は

　
　
　

議
案
第
95
号

飯
田
市
税
外
収
入
金
に
対
す
る
延
滞
金
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

案
件
の
概
要

市
税
以
外
の
収
入
金
に
係
る
延
滞
金
の
徴
収
を

適
切
に
行
う
た
め
、
延
滞
金
の
割
合
を
軽
減
す

る
特
例
を
設
け
る
。

　
　

税
以
外
の
収
入
に
ま
で
延
滞
金
を
徴
収
す

　
　

べ
き
も
の
か
。シ
ス
テ
ム
変
更
費
用
も
あ
り
、

相
談
等
の
強
化
で
対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

県
内
他
自
治
体
で
も
延
滞
金
を
徴
収
す
る

　
　

流
れ
が
あ
り
、
時
間
的
に
余
裕
を
持
っ
て

適
正
な
シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
き
た
い
。

■
質
疑
の
後
、税
と
税
外
収
入
を
同
等
に
考
え
、

延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
は
反
対
と
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
134
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
現
庁

舎
耐
震
改
修
建
築
工
事
）

案
件
の
概
要

市
役
所
現
庁
舎
の
耐
震
改
修
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
す
る
。

　
　

現
庁
舎
耐
震
改
修
に
係
る
電
気
設
備
工
事

　
　

及
び
機
械
設
備
工
事
の
契
約
は
ど
う
か
。

　
　

議
会
に
付
す
べ
き
契
約
で
は
な
い
が
、
電

　
　

気
設
備
工
事
１
億
３
千
５
百
万
円
、
機
械

設
備
工
事
１
億
４
千
80
万
円
で
あ
る
。

　
　

労
務
単
価
上
昇
の
状
況
が
あ
る
が
、
当
初

　
　

計
画
し
た
事
業
費
の
枠
の
中
で
対
応
で
き

る
か
。

　
　

増
額
要
素
も
想
定
す
る
が
、
総
額
11
億
円

　
　

の
中
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

議
案
第
112
号

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

　

新
た
に
計
上
さ
れ
た
大
学
院
大
学
設
置
可
能

性
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
説
明
に
当
た
っ

て
は
議
会
や
市
民
に
分
か
り
や
す
く
そ
の
背
景

や
根
拠
を
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
、
と
の
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

９
月
補
正
予
算
と
し
て
の
緊
急
性
は
。　

　
　

委
託
先
と
し
て
予
定
す
る
学
校
法
人
側
と

　
　

市
側
の
意
向
が
合
致
し
た
こ
の
機
を
と
ら

え
た
。

　
　

調
査
を
市
が
実
施
す
る
必
要
性
は
。

　
　

高
等
教
育
機
関
設
置
は
飯
田
下
伊
那
全
体

　
　

の
課
題
だ
が
、
市
が
主
体
性
を
持
っ
て
一

歩
踏
み
出
し
た
い
。

　
　

調
査
委
託
料
１
千
２
百
万
円
の
根
拠
は
。

　
　

平
均
の
授
業
料
と
学
生
数
を
根
拠
と
し
た
。

　
　

実
際
の
運
営
に
は
授
業
料
以
外
に
も
必
要

で
あ
り
、
学
校
法
人
側
の
協
力
も
あ
る
。

議
案
第
116
号

平
成
25
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
地
域
交
付
金
は
、
ま
ち
づ

　
　

く
り
委
員
会
で
ど
の
よ
う
に
見
直
し
が
検

討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　

地
域
自
治
組
織
の
見
直
し
と
と
も
に
、
交

　
　

付
金
の
配
分
率
の
検
討
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。
過
去
の
経
緯
も
あ
り
、
地
域
の
人
口

増
減
に
よ
る
見
直
し
の
必
要
性
が
あ
れ
ば
検
討

を
進
め
る
。

　
　

新
庁
舎
整
備
が
済
ん
だ
後
の
庁
舎
建
設
基

　
　

金
積
立
金
は
、
将
来
各
地
区
の
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
改
築
に
使
う
の
か
。

　
　

こ
の
基
金
は
、
庁
舎
及
び
自
治
振
興
セ
ン

　
　

タ
ー
建
設
に
充
て
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、残
金
の
扱
い
に
つ
い
て
は
検
討
を
進
め
る
。

請
願
第
６
号

★
請
願
者

　

飯
伊
平
和
委
員
会　

代
表　

佐
藤　

功　

氏

請
願
第
８
号

★
請
願
者

　

下
伊
那
地
区
平
和
・
人
権
・
環
境
労
働
組
合

　

会
議　

議
長　

岡
本　

佳
宏　

氏

★
請
願
第
６
号
及
び
第
８
号
の
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認

す
る
閣
議
決
定
を
撤
回
す
る
と
と
も
に
、
集
団

的
自
衛
権
を
行
使
す
る
た
め
の
法
整
備
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
第
６
号
、
第
８
号
と
も
「
不
採
択
」
と
し
ま

し
た
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
閣
議
決
定
は
立
憲
主
義
を
否
定
し
、
民
主
主

義
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
容
認

で
き
な
い
。
世
論
の
形
勢
か
ら
し
て
も
採
択
。

○
集
団
的
自
衛
権
は
、
戦
争
を
す
る
た
め
の
も

の
で
は
な
く
、
戦
争
を
な
く
す
た
め
の
抑
止
力

で
あ
り
、
不
採
択
。

請
願
第
７
号

★
請
願
者

　

飯
田
市
職
員
労
働
組
合　

執
行
委
員
長

　

伊
藤　

尚
志　

氏

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
地
方
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
日
本
の
元
気
に

つ
な
が
ら
な
い
。
地
方
創
生
が
現
政
権
の
新
し

い
目
玉
と
な
っ
て
い
る
今
、
意
見
書
を
上
げ
て

い
く
べ
き
で
あ
り
、
採
択
。

陳
情
第
６
号

★
陳
情
者

　

久
保
田　

秀
利　

氏　

ほ
か
１
人

★
陳
情
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
緊
急
事
態
基
本
法
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

○
今
後
想
定
さ
れ
る
緊
急
事
態
に
備
え
、
対
応

で
き
る
基
本
法
の
制
定
を
求
め
る
べ
き
で
あ

り
、
採
択
。

○
一
方
的
に
国
民
の
権
利
を
制
約
で
き
る
基
本

法
に
は
問
題
が
あ
り
、
不
採
択
。
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９
月
９
日
及
び
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

土
曜
日
等
を
利
用
日
と
す
る
理
由
は

償
還
し
な
い
事
例
は

遅
延
利
息
を
徴
収
し
て
い
な
い
理
由
は

地
域
協
議
会
へ
の
対
応
は

補
助
金
は
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に
な
る
か

認
知
症
対
策
の
課
題
は
何
か

民
営
化
で
保
育
所
の
地
域
活
動
事
業
は

朝
食
欠
食
率
改
善
の
取
り
組
み
は

予
防
接
種
の
周
知
方
法
は

事
故
の
再
発
防
止
策
は

議
案
第
100
号

飯
田
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

上
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
。

　
　
上
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

　
　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
利
用
日
と
す

る
改
正
だ
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　
　

利
用
者
の
声
を
反
映
し
て
こ
れ
ら
の
日
の

　
　

利
用
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第
104
号

飯
田
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

貸
付
金
の
遅
延
利
息
の
取
扱
い
を
整
備
す
る
。

　
　
期
限
内
に
償
還
し
な
い
事
例
は
あ
る
か
。

　
　

人
数
は
６
人
、
額
に
し
て
百
万
円
余
遅
延

　
　

し
て
い
る
。

　
　

今
ま
で
遅
延
利
息
を
徴
収
し
て
こ
な
か
っ

　
　

た
理
由
は
。

　
　

条
例
に
は
規
定
し
て
い
た
が
、
徴
収
し
な

　
　

い
と
の
方
針
で
運
用
し
て
き
た
。

■
質
疑
の
後
、
奨
学
金
の
性
格
か
ら
し
て
遅
延

利
息
を
徴
収
す
べ
き
で
は
な
く
、
反
対
と
の
立

場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

議
案
第
105
号

飯
田
市
プ
ー
ル
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

飯
田
運
動
公
園
プ
ー
ル
及
び
市
営
市
民
プ
ー
ル

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
。

　
　
議
案
の
上
程
に
当
た
り
、
地
域
協
議
会
の

　
　

意
見
聴
取
が
遅
れ
た
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
地
域
協
議
会
を
大
事
に
し
て
い
か
な
い
と

市
自
ら
が
地
域
自
治
組
織
の
制
度
自
体
を
形
骸

化
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

　
　

地
域
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
形
式

　
　

化
す
る
こ
と
は
本
意
で
は
な
い
。
議
案
提

出
前
に
意
見
聴
取
が
終
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
今

回
の
件
は
お
詫
び
す
る
。
日
程
的
に
余
裕
を
持

っ
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

議
案
第
111
号

和
解
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

市
立
病
院
で
発
生
し
た
入
院
中
の
診
療
行
為
に

係
る
事
故
に
つ
い
て
和
解
す
る
。

　
　
医
療
が
高
度
化
、
複
雑
化
す
る
中
、
限
ら

　
　

れ
た
ス
タ
ッ
フ
で
の
再
発
防
止
策
は
。

　
　

こ
れ
を
契
機
に
医
療
機
器
適
正
使
用
推
進

　
　

委
員
会
を
組
織
し
、
機
器
の
適
正
使
用
に

関
す
る
運
用
基
準
の
作
成
、
機
器
に
関
す
る
教

育
等
を
行
い
、
職
員
に
徹
底
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
病
棟
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
医
療
機
器
を

統
一
整
備
す
る
こ
と
等
に
よ
り
再
発
防
止
に
取

り
組
み
た
い
。

議
案
第
112
号

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　

保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
費
に

　
　

関
し
、
補
助
金
で
支
出
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
民
間
保
育
所
の
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
に

つ
な
が
る
か
。　

　
　

民
間
保
育
所
の
経
営
安
定
化
を
目
指
す
た

　
　

め
に
国
か
ら
示
さ
れ
た
基
準
に
基
づ
き
人

件
費
分
を
補
助
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

高
齢
者
予
防
接
種
事
業
費
に
関
し
、
国
か

　
　

ら
示
さ
れ
た
定
期
接
種
の
基
準
を
上
回
る

65
歳
以
上
全
員
を
対
象
に
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
周
知
方
法
は
。　

　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
通
知
に
合

　
　

わ
せ
て
個
別
に
通
知
す
る
。
様
々
な
媒
体

を
通
じ
た
広
報
も
行
う
。

議
案
第
116
号

平
成
25
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　

認
知
症
対
策
総
合
推
進
事
業
に
関
し
、
25

　
　

年
度
は
若
年
性
認
知
症
者
の
実
態
把
握
を

進
め
な
が
ら
、
課
題
を
集
約
し
た
と
の
こ
と
だ

が
、そ
の
課
題
は
何
か
。

　
　

発
症
に
よ
り
離
職
せ
ざ
る
を
得
ず
、
経
済

　
　

的
な
面
で
不
安
が
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は

若
年
性
認
知
症
者
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が

少
な
い
こ
と
等
が
課
題
で
あ
る
。
公
的
サ
ー
ビ

ス
利
用
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

公
立
保
育
所
で
実
施
し
て
い
る
地
域
活
動

　
　

事
業
に
関
し
、
地
域
が
保
育
に
係
わ
る
点

で
重
要
な
事
業
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
市
は
公

立
保
育
所
を
順
次
民
営
化
し
て
い
る
が
、
民
営

化
後
も
こ
の
事
業
は
継
続
し
て
い
る
か
。

　
　

民
営
化
後
も
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
を
条

　
　

件
と
し
、
継
続
し
て
い
る
。

　
　

食
育
推
進
事
業
に
関
し
、
24
年
度
は
朝
食

　
　

摂
取
状
況
把
握
調
査
を
実
施
し
、
朝
食
欠

食
率
の
改
善
を
図
っ
て
い
た
が
、
25
年
度
は
共

食
（
き
ょ
う
し
ょ
く
）
を
柱
と
し
た
食
育
推
進
事
業
の
実

施
を
行
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
朝
食
欠
食

率
改
善
の
取
り
組
み
は
大
切
だ
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

　
　

第
１
次
食
育
推
進
計
画
で
は
、
朝
食
欠
食

　
　

率
改
善
の
取
り
組
み
を
重
点
に
行
っ
た
と

こ
ろ
改
善
が
見
ら
れ
、
朝
食
を
と
る
こ
と
が
定

着
し
て
き
た
と
分
析
し
た
。
そ
の
た
め
、
第
２

次
食
育
推
進
計
画
で
は
、
欠
食
予
防
か
ら
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
家
族
で
朝
食
・
夕
食
を
楽
し
く

一
緒
に
と
る
共
食
を
柱
に
据
え
、
欠
食
し
な
い

取
り
組
み
を
し
て
い
く
。
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９
月
11
日
及
び
12
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

請
願
・
陳
情
審
査

市
民
の
願
い
は
ど
う
な
っ
た

占
用
料
等
の
収
納
率
は

改
正
後
の
延
滞
金
は

シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
は
ど
の
く
ら
い
か

皮
む
き
器
の
補
助
総
額
と
事
業
予
定
は

補
助
対
象
拡
大
の
効
果
は

妙
琴
浄
水
場
更
新
の
進
捗
状
況
は
　

起
債
残
高
と
償
還
の
見
通
し
は

大
型
バ
ス
駐
車
場
の
有
料
化
は

延
滞
金
の
額
は
い
く
ら
に
な
る
か

　
　

農
林
水
産
業
費
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
費
に

　
　

つ
い
て
、
こ
の
補
正
に
よ
り
、
市
田
柿
脱

針
式
皮
む
き
器
の
補
助
総
額
と
事
業
予
定
は
ど

う
な
る
か
。

　
　

当
初
予
算
も
含
め
補
助
金
総
額
は
１
千
万

　
　

円
で
、
現
時
点
で
は
予
算
積
算
上
18
台
の

導
入
補
助
を
見
込
ん
で
い
る
。

議
案
第
116
号

平
成
25
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　

飯
田
の
木
で
家
を
建
て
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

事
業
の
拡
大
に
つ
い
て
、
発
注
者
の
ほ
か

工
務
店
及
び
設
計
事
務
所
に
も
補
助
金
を
支
出

す
る
こ
と
と
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
効
果

は
。

　
　

設
計
事
務
所
等
に
対
す
る
補
助
は
昨
年
度

　
　

１
件
、
今
年
は
年
度
途
中
で
既
に
３
件
の

実
績
が
あ
る
。
制
度
の
周
知
を
進
め
、
新
年
度

予
算
編
成
に
合
わ
せ
さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
検

討
し
た
い
。

　
　

ま
ち
な
か
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

　
　

ー
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
現
在
大
型
バ
ス

駐
車
場
は
無
料
で
あ
る
が
、有
料
化
の
考
え
は
。

　
　

有
料
化
す
る
た
め
に
は
、
人
件
費
や
新
た

　
　

な
設
備
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
現
時
点

で
有
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。
ま
ち
の
魅
力
づ

く
り
と
合
わ
せ
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

議
案
第
124
号

平
成
25
年
度
飯
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
　
　

議
案
第
101
号

飯
田
市
準
用
河
川
条
例
及
び
飯
田
市
営
住

宅
分
譲
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

流
水
占
用
料
、
市
営
住
宅
分
譲
代
金
等
の
延
滞

金
の
徴
収
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
。

　
　

収
納
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　

準
用
河
川
占
用
料
は
25
年
度
で
99
パ
ー
セ

　
　

ン
ト
、
市
営
住
宅
分
譲
代
金
は
昭
和
53
年

度
以
降
実
績
が
な
い
。

■
質
疑
の
後
、
い
ず
れ
も
延
滞
金
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
極
端
に
少
な
い
も
の
で
あ
り
、
延
滞

金
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
徴
収
す

る
こ
と
に
反
対
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

■
採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
103
号

飯
田
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

延
滞
金
等
の
割
合
を
軽
減
す
る
特
例
の
創
設
、

使
用
料
の
規
定
の
明
確
化
等
を
行
う
。

　
　

改
正
後
の
率
で
、
延
滞
金
を
試
算
す
る
と

　
　

い
く
ら
か
、
ま
た
そ
の
件
数
は
。

　
　

平
成
25
年
度
の
収
納
実
績
で
試
算
す
る
と

　
　

下
水
道
等
の
使
用
料
の
対
象
件
数
は
2
百

件
、
延
滞
金
の
試
算
は
66
万
円
余
、
受
益
者
負

担
金
の
対
象
件
数
は
45
件
、
延
滞
金
の
試
算
は

７
万
円
余
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

■
質
疑
の
後
、
い
ず
れ
も
収
納
率
は
高
く
、
延

滞
金
賦
課
に
よ
る
収
納
率
向
上
に
は
疑
問
が
あ

る
た
め
、
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
は
反
対

と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

■
採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
106
号

飯
田
市
水
道
条
例
及
び
飯
田
市
簡
易
水
道

給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

料
金
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
を
整
備
す
る
。

　
　

延
滞
金
の
賦
課
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費

　
　

の
見
込
み
は
。

　
　

シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
は
最
大
で
５
百
万
円

　
　

程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

　
　

延
滞
金
を
試
算
す
る
と
い
く
ら
か
、
ま
た

　
　

そ
の
件
数
は
。

　
　

平
成
25
年
度
の
収
納
実
績
で
試
算
す
る
と

　
　

対
象
件
数
は
56
件
で
延
滞
金
の
試
算
は
８

万
２
千
円
余
と
な
る
。

■
質
疑
の
後
、
水
道
料
金
の
収
納
率
は
高
く
、

５
百
万
円
と
い
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
を
か
け

て
ま
で
延
滞
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
は
反
対
と

の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

■
採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
第
112
号

平
成
26
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
案

　
　

平
成
25
年
度
で
下
水
道
の
新
設
工
事
は
ほ

　
　

ぼ
完
了
し
た
と
思
う
が
、
現
在
の
起
債
残

高
と
償
還
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　

平
成
25
年
度
末
の
起
債
残
高
は
３
百
22
億

　
　

円
余
で
あ
る
。
償
還
の
ピ
ー
ク
は
28
年
度

で
、
25
億
７
千
万
円
余
と
な
り
、
38
年
度
以
降

は
20
億
円
を
下
回
る
見
込
み
で
あ
る
。

議
案
第
129
号

平
成
25
年
度
飯
田
市
水
道
事
業
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
　

妙
琴
浄
水
場
更
新
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど

　
　

う
か
。

　
　

19
年
度
に
策
定
し
た
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
見

　
　

直
し
策
定
を
25
、
26
年
度
の
２
か
年
を
か

け
て
進
め
て
お
り
、
27
年
第
１
回
定
例
会
に
は

事
業
の
考
え
方
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

陳
情
第
７
号

★
陳
情
者

　

み
な
み
信
州
農
業
協
同
組
合　

　

代
表
理
事
組
合
長　

矢
澤　

輝
海　

氏

★
陳
情
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
農
業
協
同
組
合
法
な
ど
関
連
法

案
の
検
討
に
際
し
て
は
、
現
場
実
態
を
踏
ま
え

て
策
定
さ
れ
る
自
己
改
革
案
を
尊
重
す
る
よ
う

求
め
る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

■
慎
重
な
審
査
の
結
果

　
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
委
員
会
で
の
主
な
意
見

　

Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
等
か
ら
な
る
民
間
組
織
で

あ
り
、
そ
の
組
織
な
ど
の
変
更
は
組
合
員
等
の

意
思
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
現
場
実
態
に

即
し
た
農
業
者
及
び
地
域
の
た
め
の
改
革
が
必

要
で
、
政
府
と
し
て
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
を
後
押

し
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
採
択
。
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９
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
の
質
疑
等
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。

　
平
成
26
年
第
１
回
臨
時
会
が
７
月
25
日
に
開
催
さ
れ
、
竜
峡
共
同
調
理
場
の
建

築
に
係
る
市
長
提
出
の
議
案
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

調
理
場
の
工
期
は
ど
の
く
ら
い
か

第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

平成26年度 市議会報告会開催
　今年で７回目となる議会報告会。自治基本条例に定
められた市議会の責務を果たすため、市民の皆様との
情報の共有化を図り、意見交換を行って政策的な課題
に取り組んでいきます。全議員が参加して、議会とし
ての政策立案能力を高める重要な機会と位置付けてい
ます。
　10月１日（水）の遠山ブロックを皮切りに市内６か所
で開催しました。今回は遠山、西部、中部ブロックの
報告会の様子を写真で紹介します。北部、飯田５地
区、竜東ブロックの様子は次号でお伝えします。

◆
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
（
東
京
都
・
名
古
屋

市
間
）
環
境
影
響
評
価
に
つ
い
て
、
地
元
や

県
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、
最
終
的

な
評
価
書
が
ど
の
よ
う
な
記
載
と
な
っ
て
い

る
か
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

★
主
な
質
疑

　
　

環
境
影
響
評
価
書
に
お
い
て
、
発
生
土
に

　
　

関
し
、
工
事
に
よ
り
集
中
す
る
交
通
量
の

削
減
や
平
準
化
を
目
的
に
、
大
鹿
村
、
南
木
曽

町
で
は
ス
ッ
ト
ク
ヤ
ー
ド
の
設
置
に
言
及
さ
れ

て
い
る
が
、
市
内
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

　
　

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
必
要
か
ど
う
か
は
、

　
　

発
生
土
の
運
搬
先
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て

く
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
は
現
時
点
で
設
置

に
関
し
て
の
説
明
は
な
い
。

　
　

最
終
的
な
環
境
影
響
評
価
書
の
内
容
に
つ

　
　

い
て
、
市
と
し
て
市
内
全
地
区
で
説
明
会

等
を
開
催
す
る
予
定
は
あ
る
か
。

　
　

環
境
影
響
評
価
書
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

　
　

は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
連
絡
協
議
会
で

説
明
し
た
が
、
各
地
区
へ
も
説
明
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、発
生
土
の
運
搬
等
、

実
際
に
影
響
が
生
じ
る
事
案
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
検
討
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
担
当
部
課
等

と
調
整
し
、
機
会
を
逃
さ
ず
開
催
し
た
い
。

　
　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
関
係
自
治
体
等
と
の
協
定

　
　

締
結
に
消
極
的
な
よ
う
だ
が
、
市
の
考
え

は
。　

　
　
Ｊ
Ｒ
東
海
と
し
て
は
評
価
書
に
記
載
の
あ

　
　

る
事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て
協
定
を
結
ぶ

想
定
を
し
て
い
な
い
。
実
際
の
工
事
開
始
前
に

お
い
て
、
様
々
な
課
題
が
浮
上
し
、
そ
れ
を
ど

う
整
理
を
す
る
か
検
討
す
る
際
に
は
、
約
束
ご

と
も
生
じ
て
く
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

２
件
と
も
に
所
管
の
社
会
文
教
委
員
会
に
付

託
さ
れ
、一
括
議
題
と
し
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
原
案
ど
お
り
と
さ
れ
、
本
会
議
で

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
質
疑
を
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
89
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
竜
峡

共
同
調
理
場
建
築
本
体
工
事
）

議
案
第
90
号

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
竜
峡

共
同
調
理
場
機
械
設
備
工
事
）

　
　

工
期
は
ど
の
程
度
か
。

　
　

８
月
か
ら
３
月
27
日
ま
で
の
約
８
か
月
を

　
　

予
定
し
て
い
る
。

中部ブロック（松尾、竜丘、川路、鼎）の様子 西部ブロック（三穂、山本、伊賀良）の様子

遠山ブロック（上村、南信濃）の様子

平成26年度 市議会報告会開催平成26年度 市議会報告会開催

第
１
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た



⑩平成26. 10. 21 いいだ市議会だより　　　行政評価・提言

市長への提言の様子

議会による行政評価・提言議会による行政評価・提言議会による行政評価・提言
　市が実施した平成25年度の事務事業について、７月23
日の常任委員会の場などで、７月から９月にかけて行政
評価を行いました。23の施策及び83の事務事業について
執行機関から説明を受け、15の施策及び49の事務事業に
ついて評価を行いました。
　評価の結果に基づき、９月18日に市長に提言を行いま
した。
　提言の中から主な事業を紹介します。
■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。
　http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

・今後の具体的な取り組みに備えた組織体制の強化を図られたい。
・事業推進に当たっては、多様な主体との協働が必要であり、理事者の主
体的なリーダーシップを更に発揮されたい。
・リニア推進ロードマップについて、市民等との共有を図り、必要に応
じ、前向きな見直しを行われたい。

・制定に向け検討をすることとした公契約条例について、先進事例を参考
に、地元・業者との合意形成を早急に行われたい。
・総合評価落札方式は要件を緩和し対象を拡大し試行で行ってきたが件数
が少ない点、土木工事関係に多発しているくじ引きによる落札案件が多
い点について、早急に改善策を講じられたい。
・災害時などの緊急時への対応のため、引き続き地元企業の育成を図られ
たい。
・入札、契約の透明性・公正性の確保とともに、情報管理には万全を期さ
れたい。

・「地域連携」の成果が、今一つ見られないことから、その進捗状況も市
民への広がりは小さい。推進の成果を測る新たな指標の導入など、事業
の推進体制を整えつつ、さらに積極的に推進されたい。
・子どもを育てている世代（ＰＴＡ）の参画を検討されたい。

・大いに改善すべき。
・資料等の保管場所が限界に達しているなかで、保管方法の具体的な対応
について早急に検討を進められたい。
・行政文書の保存にあたっては、歴史研究所のみで対応できるものではな
いので、総務文書課のもとで、後世に残すべき資料（市そのものの成り
立ちを残していく）の保存に対する将来的ビジョン、スタンスを示され
たい。

・一民間事業者と同じ場所に設置された合同事務所については、メリッ
ト・デメリットが明確でない。この状況で毎年500万円超の経費負担
は疑問である。
・一般質問においても、市民の声として何回も取り上げられたように、市
民サービスを重点に考えた時に、行政は同じ場所で対応することが望ま
しい。
・今後、ＪＡみなみ信州の事務所建替えの情報もあり、市役所庁舎のスペ
ース等検討し、将来へ向けて廃止を検討されたい。

・リニア新時代の中心拠点となるよう、まちなか誘客事業など他事業とも
連携した積極的な事業展開をされたい。
・単に空き店舗の解消ではなく、丘の上に人が住み続けられる方策をとり
つつ、営業を続けられるような事業展開をされたい。

　昨年「廃止」を提言した「天龍峡温泉交流館管理事業」については、委
員会としても、管内視察での現地確認や市側からの対応状況等の説明を通
じて、引き続き施設の方向性等の研究を進めています。

リニア推進事業

入札、契約業務

小中連携・
一貫教育推進事業

歴史研究所
調査研究事業

農業課合同事務所
事業

にぎわい創出店舗
活用事業

天龍峡温泉交流館
管理事業

拡大

やり方
改善

拡大

やり方
改善

廃止

やり方
改善

―

委員会名 事務事業名 方向性 施策に対する議会の提言

総
務
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会



いいだ市議会だより　　　政務調査報告 NO. 192⑪
　
総
務
委
員
会
が
７
月
７
日
及
び
８
日
に
、
社
会
文
教

委
員
会
が
７
月
14
日
及
び
15
日
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う

に
管
外
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

総
務
委
員
会
の
調
査
項
目

①　

消
防
団
活
動
を
支
え
る
行

政
施
策
・
支
援
策

②　

民
間
の
母
屋
、
造
り
酒
屋

の
蔵
等
を
改
修
し
た
情
報
発

信
拠
点
と
し
て
の
利
活
用

③　

消
防
団
と
地
域
自
主
防
災

会
が
連
携
し
た
防
災
訓
練

④　

消
防
団
へ
の
救
助
資
材
の

配
備

⑤　

郷
土
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝

え
る
斑
鳩
の
里
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動

⑥　

一
番
新
し
い
環
境
モ
デ
ル

都
市
の
取
り
組
み

※

　

①
と
②
は
滋
賀
県
守
山
市
、
③
と
④
は
大
阪
府
富
田
林

市
、
⑤
は
奈
良
県
斑
鳩
町
、
⑥
は
奈
良
県
生
駒
市

社
会
文
教
委
員
会
の

調
査
項
目

①　

育
ち
愛
ほ
っ
と
館
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

②　

教
育
日
本
一
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
（
小

中
一
貫
教
育
）

③　

平
沢
官
衙
遺
跡
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

※

　

①
は
東
京
都
北
区
、

②
と
③
は
茨
城
県
つ
く

ば
市

　政務活動費を活用し、26年４月から９月まで（一部３月に実施したものを含みます。）に実施した各会派
の調査研究の概要を掲載します。
　９月18日には、政務調査研究報告会を議場で行いました。
　飯田市では議員１人当たり年間14万円の政務活動費が各会派に支給され、先進地視察等の経費に充てられ
ています。
■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。　http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

９月18日の政務調査報告会の様子

平沢官衙遺跡の視察の様子 守山市での視察の様子

政務活動費を使った調査研究について報告

管
外
視
察
を
実
施
し
ま
し
た

■実 施 日　　３月23日、３月30日及び３月31日
　　　　　　　７月30日～８月１日
■調査事項等
・地方議会議員セミナーin東京の受講
・NPO法人えがおつなげての活動（山梨県北杜市）
・コウノトリの郷公園、市役所庁舎の利活用、及び出石のまち
　づくり事業（兵庫県豊岡市）
・空き地空き家対策の推進の取り組み（兵庫県相生市）
・生ゴミ堆肥化事業及び駅周辺整備事業（兵庫県たつの市）
・小中一貫教育及び学校運営協議会の取り組み（京都市）

■実 施 日　　７月16日～７月18日

■調査事項等
・みやのかわ商店街の活性化の取り組み（埼玉県秩父市）
・秩父鉄道（株）のサイクルトレイン（埼玉県熊谷市）
・NPO法人ふるさと回帰支援センターの活動
　（東京都千代田区）

■実 施 日　　７月30日～８月１日

■調査事項等
・九州新幹線駅整備の状況（佐賀県鳥栖市、福岡県筑後市及び
　熊本県玉名市）
・人吉市廃屋対策条例について（熊本県人吉市）
・人口減少対策プロジェクト及びくま川鉄道（株）の観光列車
　田園シンフォニーの取り組み（熊本県人吉市）

■実 施 日　　７月26日～７月28日

■調査事項等
・第58回自治体学校への参加（宮城県仙台市）
・東日本大震災被災地の復興状況
　（福島県南相馬市及び浪江町）

■実 施 日　　５月14日、５月15日
　　　　　　　７月９日、７月10日、８月12日
■調査事項等
・「健康寿命延伸都市・松本」の取り組み（松本市）
・地域と共に創る小中一貫教育の取り組み（上伊那郡辰野町）
・介護保険制度を中心とした高齢者施策（埼玉県和光市）
・自殺予防と未遂者支援の取り組み（東京都荒川区）
・生活環境保全事業 の取り組み（東京都足立区）
・地域包括ケア事業の取り組み（駒ヶ根市）
・市営住宅の長野県住宅供給公社への管理委託（伊那市）など



～飯田市は平成19年第１回定例会で環境文化都市宣言をしました～

　今年はこれまでに、自然災害の多い年でした。２月に
は、飯田市観測史上最高の積雪、夏には局地的な豪雨によ
る土砂災害、そして先月末の御嶽山噴火など、自然の猛威
を改めて知ることとなりました。被害に遭われた皆様へ心
よりお見舞い申し上げます。議会としましても行政と共に
災害対策・自主防災など「いざ」と言うときに備え確認し
なくてはと考えるところです。
　この１０月には、各地で議会報告会が開催されました。
広報広聴委員会では、皆さんの意見をしっかりとお聞き
し、これからも「市民と議会の架け橋」となる広報をめざ
します。

　
　
　

　
市
議
会
は
、
本
会
議
、
委
員
会
と
も
個

人
、
団
体
で
自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
事

前
予
約
は
不
要
で
す
が
、
団
体
等
大
勢
で

の
傍
聴
は
事
前
に
議
会
事
務
局
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■次回の第４回（１２月）定例会は

　１１月２６日（水）開会です。

■次回定例会に向けた議会への請願・陳情の締め切りは

　１１月２０日（木）午後５時です。

議会の動き（予定）編集後記

～私の一言～

　私が議員になって早10年がたちまし

た。議員になる前は渓流釣りに時々

行っていましたが、議員になってから

は中々行けません。

　９月23日、下伊那漁業組合龍江支部の釣り大会が開催

されました。優勝者は鮎を３㎏・準優勝者は２㎏を持っ

て来ました。懇親会では今年の天竜川は綺麗だったのに

川鵜や鷺の被害で取れないのではないかなど話が出まし

た。

　私は今年初めて鮎のコロガシをしましたが釣果はゼロ

でした。そこで渓流のヤマメを釣りに行きましたがまた

もや釣果はゼロ、川にヤマメの姿がありません。昨年の

９月の台風で渓流が大変荒れてしまい隠れる淵がない河

川はヤマメが流されてしまったようです。飯田市内の渓

流の荒れ具合を確認してヤマメや岩魚を放流し釣り人が

楽しめる渓流にしていかないとだめですね。たまには海

で釣り船に乗りゆっくり釣りをしたいものです。雄大な

海を見ながら釣り糸を垂らし心の洗濯をしたいですね。

～家庭菜園～

　最近は家庭菜園で野菜作りを楽しむ

皆さんが多くなってきたようです。

狭い畑ですので、どこに何を作ったの

か、また、種まきの日、最初に取れた

日、最後に取れた日をノートに記入して、連作にならな

いように管理しております。

　いろいろなものを作っておりますので、最盛期には10

種類を超える野菜が食卓を賑わすこともあります。

　畑仕事をしておりますと、多くの皆さんが通りかかっ

て、話しかけてくれます。有意義なひと時ではあります

が、一番困るのは「きれいにしているなァ」と言われる

ことです。草など生やしておけません。一生懸命草を取

りますが、今年の草は特に凄かった。草取りをしている

と、いろいろなことが頭に浮かんできます。この作業は

まさに「稼ぎに追いつく○○無し」だな。と言うこと

は、○○脱出には、やっぱり、経済自立度向上がカギか

な！と言った具合に発想が展開されていきます。憩いの

ひと時でもあります。

広報広聴委員会

　委員長　木下　容子　　副委員長　湊　　猛

　委　員　木下　 康　　熊谷　泰人　　古川　　仁

　　　　　新井信一郎　　福沢　　清　　村松まり子

平成26. 10. 21 ⑫

清水　　勇
いさむし みず

吉川　秋利
あき としよし かわ

議会中継を
しています

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル７１４chで中継しているほか、一般質問の模様をユースト
リーム（インターネットによるオンライン動画配信サービス）で中継しています。ユーストリームは録画映
像も見られます。ぜひ、ご覧ください。http://www.city.iida.lg.jp/

議長記者会見を行いました

　９月19日（金）に議長記者会見

を行いました。

　紙面で紹介している次のような

ことについて報告を行いました。

・第３回定例会の振り返り

・議会による行政評価及び提言

　について

・議会報告会の開催について


